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新聞はこちらからも
ご覧いただけます。

今
月
の
主
な
紙
面

●合同会議　 1・ 2面

●DEN-UP活用事例　 3面

●定期講習会場一覧　 5面

●青年部・女性部 活動報告　 8面

合
同
会
議

　

全
日
電
工
連
（
米
沢
寛
会
長
）
は
2
月
15
日
、
第

1
0
7
回
臨
時
総
会
、
第
14
回
政
治
連
盟
通
常
総
会
を
京

都
市
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

　

会
議
で
は
、
全
国
大
会
関
連
事
項
、
第
一
種
電
気
工
事

士
定
期
講
習
に
関
す
る
案
件
、
政
治
連
盟
の
事
業
計
画
・

予
算
案
な
ど
の
審
議
を
行
い
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

会
議
後
に
は
、
組
織
政
策
委
員
会
か
ら
の
提
案
説
明
、
講

師
を
招
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

14
回
通
常
総

会
で
は
、
2

0
2
3
年
度

事
業
報
告
・

2
0
2
4
年

度
事
業
計
画

案
と
予
算
案

な
ど
が
審
議

さ
れ
全
議
案

が
承
認
さ
れ

た
。

　

政
治
連
盟

の
事
業
報
告

と
活
動
状
況

に
つ
い
て
は

気
工
事
業
は
欠
か
せ
な
い
こ

と
を
さ
ら
に
し
っ
か
り
と
示

し
て
い
き
た
い
」
と
強
調
し

た
。

　

そ
の
後
、
議
長
に
前
田
豊

次
理
事
と
汐
田
康
博
理
事
の

両
氏
を
選
出
し
議
案
審
議
へ

と
移
っ
た
。

　

臨
時
総
会
で
は
、
第
37
回

電
気
工
事
業
全
国
大
会
が
中

部
電
気
工
事
業
組
合
連
合
会

の
主
管
に
よ
り
、
2
0
2
7

（
令
和
9
）
年
に
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
今

後
、
開
催
日
と
開
催
県
、
開

催
場
所
の
調
整
が
進
め
ら

れ
、
改
め
て
発
表
さ
れ
る
。

　

続
い
て
、
第
5
回
電
気
工

事
技
能
競
技
全
国
大
会
の
テ

ー
マ
が
発
表
さ
れ
た
。
大
会

テ
ー
マ
は
『
C
o
n
n
e
c

t
t
o
t
h
e
f
u
t
u

r
e
〜
人
と
技
能
で
守
り
、

つ
な
ぐ
未
来
〜
』。

　

電
気
工
事
に
携
わ
る
人
が

技
能
向
上
を
図
り
、
国
民
の

生
活
や
地
域
社
会
を
守
る
こ

と
で
、
明
る
い
未
来
に
繋
げ

て
い
く
と
い
う
想
い
を
込
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
2
0
2
5
年
2
月

開
催
（
2
0
2
4
年
度
）
の

合
同
会
議
主
管
ブ
ロ
ッ
ク
が

全
関
東
電
気
工
事
協
会
に
決

定
し
た
こ
と
、
電
気
工
事
業

界
理
解
促
進
交
流
事
業
、
女

性
活
躍
推
進
事
業
な
ど
、
全

日
電
工
連
の
各
種
事
業
実
績

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
全
日
電
工
連
グ

ル
ー
プ
共
済
制
度
と
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
加
入
拡
大
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
結
果
報
告
を
行

い
、
上
位
工
組
が
表
彰
さ
れ

た
。

　

全
日
電
工
連
政
治
連
盟
第

　

冒
頭
、
全
員
で
1
月
1
日

の
能
登
半
島
地
震
の
犠
牲
者

に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
。

　

石
川
県
電
気
工
事
工
業
組

合
の
理
事
長
で
も
あ
る
米
沢

会
長
は
、
あ
い
さ
つ
で
全
国

工
組
か
ら
の
支
援
に
感
謝
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
能
登
半

島
地
震
の
現
状
と
復
旧
体
制

を
報
告
し
た
。

　

続
い
て
、「
日
本
全
国
で

電
線
が
不
足
し
て
お
り
、
復

旧
が
遅
れ
な
い
よ
う
電
気
工

事
議
員
連
盟
に
電
線
の
確
保

を
依
頼
し
て
、
復
旧
に
必
要

な
量
を
確
保
し
て
い
た
だ
い

た
。
議
員
連
盟
は
わ
れ
わ
れ

の
大
き
な
力
で
あ
る
」
と
議

員
連
盟
の
素
早
い
対
応
に
感

謝
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、「
人
材
確
保
対
策

と
し
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
が
外
国
人
労
働
者
の
受

け
入
れ
に
成
功
し
た
事
例
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
始
め
て
い

る
。
並
行
し
て
工
組
財
源
強

化
、
働
き
方
改
革
を
進
め
る

上
で
の
作
業
効
率
化
な
ど
、

組
織
と
し
て
何
が
で
き
る
か

検
討
し
て
成
果
を
発
表
し
た

い
」
と
今
後
の
取
り
組
み
を

述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、「
地
震
の
復
旧

対
応
で
、
我
々
は
社
会
基
盤

で
あ
る
イ
ン
フ
ラ
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
を
支
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

た
。
社
会
の
成
り
立
ち
に
電

あいさつする米沢会長

議長を務めた汐田理事（左）と前田理事

嶋
野
貞
雄
幹
事
長
が
報
告
と

説
明
を
行
っ
た
。

　

嶋
野
幹
事
長
は
、
は
じ
め

に
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

に
つ
い
て
、
一
日
も
早
い
回

復
を
願
う
と
と
も
に
、
全
国

組
合
員
が
一
致
団
結
し
て
組

織
を
挙
げ
て
支
援
を
し
て
い

く
方
針
を
述
べ
た
。

　

電
線
不
足
の
懸
念
に
よ
る

工
期
延
長
お
よ
び
電
線
ケ
ー

ブ
ル
の
供
給
力
強
化
に
つ
い

て
、
当
政
治
連
盟
よ
り
議
員

連
盟
に
要
請
し
た
。
そ
の
結

果
、
関
係
行
政
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
経
産
省
・
国
交

省
よ
り
関
係
文
書
の
発
出
が

な
さ
れ
た
。

　

全
日
電
工
連
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
「
組
合
員
の
役
に

立
つ
事
業
に
取
り
組
む
」
と

と
も
に
組
合
員
の
要
望
・
社

会
の
動
向
を
察
知
し
情
報
提

供
を
図
っ
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
も
政
治
連
盟
と
し
て

は
、
工
組
・
連
合
会
事
業
を

政
治
的
に
支
援
す
る
活
動
を

通
じ
、
組
合
の
価
値
向
上
を

図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
行

政
の
さ
ら
な
る
支
援
・
指
導

を
頂
け
る
体
制
を
構
築
し
て

い
く
。

　

国
民
生
活
や
産
業
社
会
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
電

気
を
送
り
届
け
る
た
め
に
、

政
治
連
盟
の
会
員
は
、
日
々

の
電
気
工
事
技
術
者
の
資
質

お
よ
び
技
能
向
上
の
取
組
み

に
よ
り
電
気
保
安
水
準
を
確

保
す
る
た
め
の
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

　

電
気
工
事
業
界
は
時
代
の

流
れ
に
遅
滞
す
る
こ
と
な

く
、
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守

を
基
盤
」
に
「
先
端
の
深
化

で
業
界
の
真
価
を
届
け
る
連

合
会
」
を
目
指
し
、
憧
れ
ら

れ
外
部
に
誇
れ
る
業
界
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

全
日
電
工
連
、
政
治
連
盟

一
体
と
な
り
業
界
の
発
展
・

安
定
化
に
向
け
て
よ
り
地
道

に
強
力
な
活
動
を
し
て
い
く

方
針
を
述
べ
た
。

　

会
議
後
に
は
、
全
日
電
工

連
の
組
織
政
策
委
員
会
が
、

工
組
の
財
政
基
盤
強
化
を
支

援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説

明
会
を
実
施
。

　

ま
た
、
平
山
た
か
お
京
都

市
議
会
議
員
を
講
師
に
招

き
、『
京
都
市
政
に
つ
い
て
、

そ
し
て
業
界
団
体
と
し
て
政

治
へ
の
関
わ
り
方
』
を
演
題

と
し
た
講
演
も
行
っ
た
。

　

平
山
市
議
は
、
京
都
政
界

の
歴
史
と
今
後
の
動
き
な
ど

に
つ
い
て
約
1
時
間
に
わ
た

り
講
演
。「
政
治
に
無
関
心

で
も
無
関
係
で
は
い
ら
れ
な

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

（
2
面
に
も
合
同
会
議
の
関

連
記
事
を
掲
載
）

臨
時
総
会
・
政
治
連
盟
通
常
総
会

憧
れ
ら
れ
外
部
に
誇
れ
る
業
界
へ
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合
同
会
議
の
終
了
後
、
組

織
政
策
委
員
会
（
堀
口
繁
委

員
長
）
が
組
合
運
営
向
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
説
明
を

行
っ
た
。

　

同
委
員
会
は
工
組
目
線
に

立
ち
、
組
織
強
化
に
向
け
た

支
援
策
の
一
環
と
し
て
、
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
。
組

合
の
視
点
か
ら
、
組
合
の
成

り
立
ち
・
機
能
を
確
認
し
、

そ
の
上
で
「
今
後
の
組
合
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
」
を
考
え

て
い
く
転
換
点
に
あ
る
。
全

日
電
工
連
と
各
工
組
の
歴
史

を
学
び
、組
合
員
の
減
少
等
、

現
状
の
も
と
で
必
要
な
対
応

を
試
行
し
て
い
く
た
め
に

も
、
理
事
長
以
下
、
組
合
幹

部
が
同
じ
方
向
性
を
共
有
す

　

令
和
5
年
10
月
1
日
か
ら

令
和
6
年
1
月
12
日
ま
で
を

対
象
と
し
た
全
日
電
工
連
グ

　

令
和
5
年
5
月
か
ら
令
和

6
年
1
月
を
対
象
に
実
施
さ

れ
た
Ｄ
Ｘ
ツ
ー
ル
「
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
」
加
入
拡
大
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
表
彰
が
行
わ
れ

た
。
期
間
中
に
申
し
込
み
の

あ
っ
た
全
て
の
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

実績部門

順　位 松グループ 竹グループ 梅グループ

第1位 石川県 神奈川県 大阪府

第2位 佐賀県 北海道 愛知県

第3位 宮崎県 岐阜県 新潟県

知
・
三
重
）
を
代
表
し
て
大

阪
府
工
組
に
目
録
が
贈
呈
さ

れ
た
。
ま
た
、
ミ
ド
ル
世
代

加入拡大キャンペーン表彰

グ

ル

ー

プ

共

済

上 位 工 組 へ 目 録 な ど 贈 呈
加入件数上位工組

対象工組 実績

最優秀賞 茨城県 8件

優秀賞

千葉県 6件

大阪府 6件

兵庫県 6件

組合運営向上プロジェクト
研修会を活用した工組支援策を提案

組織政策委員会

工組支援策の4ステップ

Ｕ
Ｐ
契
約
を
対
象
に
、
加
入

件
数
の
上
位
工
組
が
表
彰
さ

れ
た
。

　

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
の
4

工
組
に
同
事
業
を
担
当
す
る

安
田
耕
一
副
会
長
か
ら
目
録

が
贈
呈
さ
れ
た
。
表
彰
さ
れ

た
工
組
は
左
表
の
と
お
り
。

（左から）岐阜県、北海道、神奈川県、石川県、佐賀県、宮崎県、大阪府、愛知県

（左から）千葉県、安田副会長、茨城県、大阪府、兵庫県

る
た
め
に
、『
組
合
の
歴
史

に
学
び
未
来
を
考
え
る
研
修

会
』
を
活
用
し
た
工
組
支
援

策
だ
。

　

各
工
組
で
独
自
に
設
定
し

　

提
案
説
明
を
行
っ
た
堀
口

委
員
長
は
、「
将
来
を
見
据

え
、
今
後
何
を
す
べ
き
か
、

そ
の
道
し
る
べ
と
し
て
各
工

組
が
自
ら
の
歴
史
を
知
り
現

在
に
向
き
合
い
、
将
来
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
活
用
い

た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。

た
テ
ー
マ
に
基

づ
く
研
修
会
を

継
続
開
催
し
て

も
ら
い
、
同
委

員
会
が
各
工
組

で
行
わ
れ
る
具

体
的
施
策
を
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

し
な
が
ら
、
取

り
組
ん
だ
事
例

を
全
国
工
組
に

向
け
た
成
果
発

表
ま
で
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

研修会開催を

呼びかける堀口委員長

①
電
気
工
事
資
材
の
販
売
時

の
免
状
提
示
義
務
化
・
電

気
用
品
安
全
法
一
部
改
正

等
の
要
望

②
第
一
種
電
気
工
事
士
技
能

試
験
の
見
直
し
（
有
効
期

間
・
受
験
回
数
）

③
電
気
通
信
工
事
施
工
管
理

技
士
受
験
機
会
の
拡
大

（
受
験
機
会
を
年
2
回
化
） 2

0
2
4
（
令
和
6
）
年
度
の
主
な
要
望
検
討
事
項

政
治
連
盟

⑥
電
気
工
事
従
事
者
の
育
成

支
援
要
望

⑦
働
き
方
改
革
関
係
に
係
る

減
税
措
置
の
要
望

⑧
公
共
工
事
ス
ラ
イ
ド
条
項

適
用
の
民
間
案
件
に
対
す

る
指
導
要
請

⑨
特
定
技
能
制
度
「
電
工
職

種
」
の
工
事
範
囲
の
拡
大

措
置
の
要
望

⑩
建
設
業
許
可
制
度　

経
営

業
務
管
理
責
任
者
要
件
緩

和
要
望

⑪
指
定
避
難
所
と
な
る
学
校

施
設
の
災
害
対
応
設
備
設

置
お
よ
び
移
設
工
事
補
助

金
措
置
の
要
望

⑫
小
中
学
校
電
気
設
備
お
よ

び
通
信
設
備
容
量
拡
大
の

要
望

⑬
D
X
に
係
る
Ｉ
Ｔ
設
備
導

入
補
助
金
補
助
対
象
の
拡

大
要
望

⑭
中
小
事
業
者
に
対
す
る
税

制
優
遇
措
置
の
要
望
（
5

項
目
）

⑮
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

関
連
設
備
等
に
対
す
る
補

助
金
創
設
の
要
望

⑯
そ
の
他
会
員
か
ら
の
要
望

全
日
電
工
連
事
業
の

的
確
な
遂
行
対
策

①
人
材
確
保
育
成
・
働
き
方

改
革
法
対
応
に
係
る
中
小

企
業
へ
の
対
策
補
助
要
望

②
全
国
大
会
（
電
気
工
事
業

大
会
・
技
能
競
技
大
会
）

成
功
に
向
け
た
支
援
要
望

③
女
性
部
会
設
立
に
係
る
指

導
支
援
要
望

④
電
気
工
事
業
登

録
業
務
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
化

要
望

⑤
公
共
工
事
の
労

務
単
価
の
適
正

賃
金
・
分
離
分

割
発
注
の
促
進

の
要
望

提案説明を行う嶋野幹事長

（
46
〜
60
才
）
の
加
入
を
奨

励
し
た
26
工
組
に
特
別
報
奨

の
目
録
が
贈
ら
れ
た
。

ル
ー
プ
共
済
制
度
加

入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
、
加
入
拡
大
に

尽
力
し
た
各
部
門
の

上
位
3
工
組
が
表
彰

さ
れ
た
。

　

実
績
部
門
は
加
入

率
50
％
以
上
の
組
合

（
松
）、
同
20
％
以
上

の
組
合
（
竹
）、
同

20
％
未
満
の
組
合

（
梅
）
の
各
グ
ル
ー

プ
上
位
3
工
組
に
目

録
と
盾
が
贈
呈
さ
れ

た
。

　

新
規
開
拓
部
門

は
、
3
件
以
上
達
成

の
工
組
（
大
阪
・
愛

Ｄ

Ｅ

Ｎ

－

Ｕ

Ｐ
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経営効率が大幅に改善！！
～ 経営者の業務全体把握が容易に ～

【
導
入
の
き
っ
か
け
】

上
村　

弊
社
は
地
域
密
着
型

で
、
住
宅
の
電
気
工
事
か
ら

店
舗
、
工
場
な
ど
の
電
気
工

事
ま
で
幅
広
く
行
っ
て
い
ま

す
。
小
規
模
工
事
が
大
半
を

占
め
、
従
業
員
数
4
名
で
月

30
件
以
上
の
案
件
を
抱
え
て

お
り
、
多
い
月
で
は
80
件
以

上
に
の
ぼ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

私
自
身
も
現
場
に
出
て
い

る
の
で
、
多
く
の
件
数
を
抱

え
て
い
る
中
、
案
件
ご
と
の

進
捗
状
況
の
管
理
、
デ
ー
タ

管
理
、
事
前
準
備
な
ど
を
難

し
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

毎
月
新
た
な
紙
の
資
料
も

多
く
な
り
、
廃
棄
に
も
手
間

が
か
か
る
の
で
ど
う
に
か
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
と
き
、

Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
を
知
っ
て

導
入
し
て
み
ま
し
た
。

　

最
初
に
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ

を
知
っ
た
の
は
組
合
の
チ
ラ

シ
で
す
。
案
件
ご
と
に
管
理

で
き
る
こ
と
が
、
非
常
に
魅

力
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
い
ろ
い
ろ
な
ソ
フ
ト

を
使
っ
て
デ
ー
タ
管
理
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

上
手
く
い
か
ず
次
第
に
や
り

方
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
検

索
す
る
に
も
時
間
を
要
し
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
払
拭

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思

っ
て
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－
Ｕ
Ｐ
を
選

択
し
ま
し
た
。

　

操
作
方
法
を
最
初
に
聞
い

た
の
は
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

で
、
そ
こ
で
概
略
と
一
般
的

な
使
い
方
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
も
十
分
使
え
ま

す
が
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て

自
分
な
り
の
フ
ォ
ー
ム
を
作

る
こ
と
も
で
き
る
な
ど
個
別

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
り
取
り

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
操
作
方

法
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
基
本
的
に
は
触
れ
ば

分
か
る
の
で
、
D
E
N

－

U
P
は
使
い
や
す
い
で
す
。

【
解
消
さ
れ
た
悩
み
】

上
村　

案
件
管
理
が
と
て
も

楽
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で

は
全
て
会
社
に
帰
っ
て
き
て

デ
ー
タ
を
確
認
し
な
が
ら
作

業
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
ス
マ
ホ
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
上
に
、
現
場
で

簡
単
に
メ
ー
ル
に
添
付
し
送

信
で
き
ま
す
。
現
場
で
は
写

真
デ
ー
タ
を
着
工
前
、
着
工

後
、
そ
の
他
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
フ
ォ
ル
ダ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
現
場
で
こ
の
作
業
を
す

る
と
す
ぐ
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
、
会
社
に
戻
っ
て
か
ら

行
う
資
料
整
理
作
業
が
な
く

な
り
非
常
に
楽
に
な
り
ま
し

た
。

　

全
日
電
工
連
は
、
最
重
点
施
策
と
し
て
組
合
員
Ｄ
Ｘ
促
進
を
支
援
し
て
い
る
。
特
に
組

合
員
企
業
向
け
現
場
Ｄ
Ｘ
化
で
あ
る
電
気
工
事
業
特
化
型
Ｄ
Ｘ
ト
ー
タ
ル
支
援
サ
ー
ビ
ス

「
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
」
の
普
及
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
号
で
は
本
紙
6
5
4
号
（
2
0
2
3
年
10
月
1
日
付
）
に
引
き
続
き
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
を
導
入
し
た
組
合
員
企
業
の
活
用
事
例
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
届
け
す
る
。

Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
活
用
事
例

有限会社 eプランニング 代表取締役
長崎県電気工事業工業組合

上村　靖　様

　

ま
た
、
現
場
で
技
術
資
料

を
調
べ
る
と
、
す
ぐ
に
Ｋ
Ａ

Ｎ
Ｎ
Ａ
の
資
料
用
フ
ォ
ル
ダ

に
入
れ
て
そ
の
案
件
ご
と
の

技
術
資
料
と
し
て
見
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
時
間
的
に

余
裕
が
で
き
、
現
場
で
の
作

業
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
の

よ
う
な
ア
プ
リ
が
な
く
一
つ　

ひ
と
つ
に
特
化
し
た
も
の
は

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
集

約
し
て
電
気
工
事
会
社
に
特

化
し
た
こ
と
は
非
常
に
魅
力

が
あ
り
ま
す
し
、
使
っ
て
良

か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
作
業
効
率
が
Ｕ
Ｐ
】

上
村　

現
場
か
ら
事
務
所
に

戻
っ
て
き
た
時
に
写
真
の
台

帳
を
お
客
さ
ま
か
ら
要
求
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
県
の
補
助
金
な
ど
は
お

客
さ
ま
が
完
了
報
告
書
と
し

て
提
出
す
る
も
の
を
弊
社
で

作
成
し
て
お
客
さ
ま
へ
提
出

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

営
繕
な
ど
は
行
っ
た
時
に

通
常
は
終
わ
る
の
で
す
が
、

作
業
の
内
容
や
手
順
な
ど
を

写
真
撮
影
し
て
請
求
書
に
添

え
て
提
出
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
を

使
え
ば
か
な
り
負
担
な
く
時

間
を
か
け
ず
に
こ
う
し
た
書

類
が
簡
単
に
で
き
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
務
所
ス
タ
ッ
フ

に
必
要
な
フ
ァ
イ
ル
が
あ
れ

ば
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
の
案
件
ご
と

の
フ
ォ
ル
ダ
に
入
れ
て
も
ら

い
、
後
で
自
分
が
必
要
な
時

に
現
場
で
見
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

事
務
所
ス
タ
ッ
フ
と
の
や

り
と
り
は
激
減
し
ま
し
た
。

今
ま
で
は
常
に
電
話
で
確
認

し
て
い
た
こ
と
を
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ

Ａ
に
入
れ
て
お
け
ば
自
分
で

確
認
で
き
ま
す
。
事
務
員
の

仕
事
を
邪
魔
す
る
こ
と
な

く
、
自
分
自
身
も
ス
ト
レ
ス

な
く
デ
ー
タ
を
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
導
入
後
の
変
化
】

上
村　

新
入
社
員
は
、
Ｋ
Ａ

Ｎ
Ｎ
Ａ
で
私
た
ち
が
行
っ
た

案
件
を
見
て
、「
こ
れ
は
こ

の
よ
う
に
や
る
」「
こ
の
部

分
は
こ
う
な
っ
て
い
る
」
と

確
認
し
て
い
ま
す
。
経
験
の

浅
い
社
員
は
、「
過
去
の
案

件
や
類
似
案
件
を
見
て
工
事

方
法
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
を
導
入

し
た
直
後
は
会
社
の
パ
ソ
コ

ン
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
両

方
を
使
用
し
、
入
力
や
図
面

の
確
認
な
ど
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

若
い
人
は
良
か
っ
た
の
で
す

が
、
私
は
老
眼
の
た
め
見
え

に
く
い
と
感
じ
た
の
で
、
社

員
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
準

備
し
て
、
入
力
し
や
す
く
、

図
面
も
見
や
す
い
よ
う
に
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
会
社

に
戻
っ
て
き
て
も
Ｐ
Ｃ
で
確

認
せ
ず
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
確
認
す
る

こ
と
が
多
く
な
り
、
紙
に
出

力
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

パ
ソ
コ
ン
の
大
き
い
画
面
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
関
し
て
は

か
な
り
効
果
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

【
価
値
あ
る
D
E
N

－

U
P
】

上
村　

弊
社
は
従
業
員
4
人

で
、
現
場
体
制
と
し
て
は
2

つ
の
グ
ル
ー
プ
で
行
っ
て
い

ま
す
が
、
私
自
身
が
現
場
に

入
り
込
む
と
、
ど
う
い
っ
た

案
件
が
動
い
て
い
る
の
か
会

社
全
体
の
こ
と
が
見
え
な
く

な
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
を
入
れ

る
こ
と
で
自
分
が
携
わ
っ
て

い
な
い
案
件
の
内
容
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

見
積
金
額
、
請
求
金
額
を

見
な
が
ら
「
あ
、
こ
の
ぐ
ら

い
の
物
件
な
ん
だ
な
」
と
規

模
も
同
時
に
確
認
し
て
い
ま

す
。
事
務
員
も
今
ど
の
よ
う

な
物
件
が
動
い
て
い
る
の
か

把
握
で
き
、
私
と
一
緒
に
原

価
計
算
の
資
料
に
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
経
営
者
と

し
て
は
全
体
を
見
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
の
で
こ
の

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
は
非
常
に
有
用

で
す
。

　

私
は
1
人
で
こ
の
仕
事
を

や
っ
て
い
た
期
間
が
長
か
っ

た
の
で
す
が
、
た
と
え
1
人

で
も
、
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
を
知
っ

て
い
た
ら
導
入
し
て
い
た
と

思
い
ま
す
。

　

顧
客
の
デ
ー
タ
は
遡
っ
て

伝
票
や
パ
ソ
コ
ン
で
調
べ

て
、
ど
う
い
う
工
事
を
し
た

か
、
買
っ
て
い
た
だ
い
た
か

と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
調

べ
ら
れ
ま
す
が
、
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ

Ａ
を
使
え
ば
そ
こ
に
デ
ー
タ

を
入
れ
て
お
く
こ
と
で
「
何

年
何
月
に
ど
の
よ
う
な
商
品

を
納
入
し
た
・
工
事
を
し
た
」

か
顧
客
ご
と
に
出
て
き
ま

す
。
弊
社
は
も
ち
ろ
ん
、
お

客
さ
ま
に
と
っ
て
も
「
こ
こ

ま
で
把
握
し
て
く
れ
て
い

る
」
と
思
っ
て
も
ら
え
て
、

総
合
的
に
優
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
P

は
金
額
的
に
決
し
て
高
い
も

の
で
は
な
く
、
価
値
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

Ｄ
Ｅ
Ｎ

－
Ｕ
Ｐ
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

・
作
業
効
率
が
ア
ッ
プ

　

↓
現
場
で
案
件
整
理
が
簡
単
に
で
き
る

・
デ
ー
タ
管
理
が
楽

　

↓
ど
こ
で
も
資
料
が
確
認
で
き
る
の
で
便
利

・
全
社
員
が
工
事
案
件
を
把
握

　

↓
現
場
・
事
務
ス
タ
ッ
フ
と
の
意
思
疎
通
に
有
効

・
技
術
資
料
の
確
認
が
容
易

　

↓
資
料
を
案
件
ご
と
に
フ
ォ
ル
ダ
へ
保
存
で
き
る

・
事
務
所
と
の
や
り
取
り
激
減

　

↓
電
話
で
は
な
く
自
分
で
デ
ー
タ
確
認
が
で
き
る

・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
効
果
あ
り

　

↓
直
接
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
確
認
す
る
た
め

・
経
営
者
の
業
務
全
体
把
握

　

↓
デ
ー
タ
共
有
に
よ
り
業
務
内
容
確
認
が
容
易
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令
和
5
年
度
に
実
施
し
た
公
共

事
業
労
務
費
調
査
に
基
づ
き
、
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
（
以
下
、

設
計
労
務
単
価
）
が
決
定
さ
れ
、

令
和
6
年
3
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

　

全
国
全
職
種
単
純
平
均
で
は
前

年
度
比
5
・
9
％
の
引
き
上
げ
と

な
っ
た
。

　

必
要
な
法
定
福
利
費
相
当
額
を

加
算
す
る
な
ど
の
措
置
を
行
っ
た

平
成
25
年
度
の
改
訂
か
ら
12
年
連

続
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
全
国
全

職
種
加
重
平
均
値
は
2
3
、

6
0
0
円
と
な
っ
た
。

　

設
計
労
務
単
価
の
構
成
は
図

－

①
の
と
お
り
。

　

設
計
労
務
単
価
に
は
、
事
業
主

が
負
担
す
べ
き
人
件
費
（
必
要
経

費
分
）
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
下
請
代
金
に
必
要
経

費
分
を
計
上
し
な
い
、
又
は
下
請

代
金
か
ら
値
引
く
こ
と
は
不
当
行

為
と
な
る
。

　

設
計
労
務
単
価
の
決
定
に
あ
た

り
、
引
き
続
き
、
法
定
福
利
費
相

当
額
、
義
務
化
分
の
有
給
休
暇
取

得
に
要
す
る
費
用
、
時
間
外
労
働

時
間
を
短
縮
す
る
た
め
に
必
要
な

電工の全国平均2 4 ,1 9 8円

図－②

表－①　　　電工　設計労務単価 （単位：円）

地区 都道府県 令和5年 令和6年 前年比 地区 都道府県 令和5年 令和6年 前年比

北海道 北海道 2 4 , 3 0 0 2 5 , 3 0 0 1,000

近畿

福井県 2 1 , 0 0 0 2 2 , 5 0 0 1,500

東北

青森県 2 2 , 3 0 0 2 3 , 2 0 0 900 滋賀県 2 2 , 4 0 0 2 3 , 9 0 0 1,500
岩手県 2 3 , 5 0 0 2 4 , 4 0 0 900 京都府 2 1 , 9 0 0 2 3 , 3 0 0 1,400
宮城県 2 5 , 1 0 0 2 6 , 1 0 0 1,000 大阪府 2 2 , 7 0 0 2 4 , 3 0 0 1,600
秋田県 2 3 , 1 0 0 2 4 , 2 0 0 1,100 兵庫県 2 1 , 5 0 0 2 3 , 0 0 0 1,500
山形県 2 4 , 0 0 0 2 5 , 0 0 0 1,000 奈良県 2 2 , 4 0 0 2 3 , 9 0 0 1,500
福島県 2 4 , 6 0 0 2 5 , 6 0 0 1,000 和歌山県 2 2 , 5 0 0 2 4 , 1 0 0 1,600

関東

茨城県 2 4 , 6 0 0 2 5 , 7 0 0 1,100

中国

鳥取県 2 0 , 4 0 0 2 1 , 5 0 0 1,100
栃木県 2 4 , 2 0 0 2 5 , 3 0 0 1,100 島根県 2 0 , 4 0 0 2 1 , 5 0 0 1,100
群馬県 2 3 , 8 0 0 2 4 , 8 0 0 1,000 岡山県 2 1 , 0 0 0 2 2 , 1 0 0 1,100
埼玉県 2 6 , 2 0 0 2 7 , 2 0 0 1,000 広島県 2 1 , 8 0 0 2 2 , 8 0 0 1,000
千葉県 2 6 , 4 0 0 2 7 , 5 0 0 1,100 山口県 2 1 , 2 0 0 2 2 , 4 0 0 1,200
東京都 2 8 , 8 0 0 3 0 , 1 0 0 1,300

四国

徳島県 2 1 , 9 0 0 2 3 , 7 0 0 1,800
神奈川県 2 6 , 5 0 0 2 7 , 7 0 0 1,200 香川県 2 2 , 4 0 0 2 4 , 2 0 0 1,800
山梨県 2 5 , 9 0 0 2 7 , 1 0 0 1,200 愛媛県 2 1 , 4 0 0 2 3 , 1 0 0 1,700
長野県 2 4 , 4 0 0 2 5 , 4 0 0 1,000 高知県 2 1 , 4 0 0 2 3 , 1 0 0 1,700

北陸

新潟県 2 3 , 5 0 0 2 4 , 6 0 0 1,100

九州

福岡県 2 3 , 4 0 0 2 4 , 1 0 0 700
富山県 2 4 , 6 0 0 2 5 , 8 0 0 1,200 佐賀県 2 2 , 9 0 0 2 3 , 7 0 0 800
石川県 2 4 , 7 0 0 2 6 , 0 0 0 1,300 長崎県 2 1 , 9 0 0 2 2 , 7 0 0 800

中部

岐阜県 2 2 , 7 0 0 2 3 , 8 0 0 1,100 熊本県 2 1 , 5 0 0 2 2 , 3 0 0 800
静岡県 2 4 , 0 0 0 2 5 , 1 0 0 1,100 大分県 2 1 , 8 0 0 2 2 , 6 0 0 800
愛知県 2 2 , 8 0 0 2 3 , 9 0 0 1,100 宮崎県 2 1 , 3 0 0 2 2 , 1 0 0 800
三重県 2 2 , 9 0 0 2 4 , 0 0 0 1,100 鹿児島県 2 1 , 9 0 0 2 2 , 7 0 0 800

沖縄 沖縄県 1 9 , 0 0 0 1 9 , 9 0 0 900
全国平均 2 3 , 0 4 0 2 4 , 1 9 8 1,158

費
用
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

公
共
事
業
労
務
費
調
査
の
対
象

工
事
は
、
農
林
水
産
省
お
よ
び
国

土
交
通
省
所
管
の
直
轄
・
補
助
事

業
等
の
う
ち
、
令
和
5
年
10
月
に

施
工
中
の
1
件
当
た
り
1
、
0
0

0
万
円
以
上
の
工
事
を
選
定
母
集

団
と
し
て
、
無
作
為
に
抽
出
。
未

着
工
、
完
了
等
の
無
効
と
な
っ
た

工
事
を
除
く
有
効
工
事
件
数
は
、

9
、
4
7
2
件
で
あ
っ
た
。

　

表

－

①
・
図

－

②
は
、
電
工

の
都
道
府
県
別
設
計
労
務
単
価
。

電
工
の
全
国
平
均
は
2
4
、
1

9
8
円
（
単
純
平
均
）
で
前
年
比

1
、
1
5
8
円
上
が
っ
た
。
基
準

額
が
最
も
高
い
の
は
東
京
都
で
3

0
、
1
0
0
円
と
な
っ
た
。

【
設
計
労
務
単
価
設
定
の
ポ
イ
ン

ト
】

（1） 
最
近
の
労
働
市
場
の
実
勢
価
格

を
適
切
・
迅
速
に
反
映
し
、
47

都
道
府
県
・
51
職
種
別
に
単
価

を
設
定

（2） 
4
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
に
対
応
す
る

た
め
に
必
要
な
費
用
を
反
映

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

令
和
6
年

3
月
か
ら
適
用

図－① 公共工事設計労務単価の構成

前年比
1 ,1 5 8円 up

● 令和6年

■ 令和5年



第659号 2024年（令和6年）3月1日全 日 電 工 連（5）

2024年 6 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

釧路 6月 5日 水 101401 釧路市生涯学習センター

北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

札幌 6月 9日 日 103404 北海道電気会館

北見 6月 5日 水 105401 北見市民会館

帯広 6月 7日 金 106401 とかちプラザ

東
北

岩手 6月21日 金 112402 釜石市民ホール TETTO
岩手県電気工事業工業組合
℡019-656-3255

秋田 6月26日 水 114402 秋田県社会福祉会館
秋田県電気工事工業組合
℡018-824-1587

山形 6月12日 水 115402 山形ビッグウイング
山形県電気工事工業組合
℡023-633-0161

福島
6月 5日 水 116402 郡山ユラックス熱海 福島県電気工事工業組合

℡024-535-04776 月26日 水 116403 福島県青少年会館

新潟
6月17日 月 117402 新潟ユニゾンプラザ

新潟県電気工事工業組合
℡025-229-15876 月26日 水 117403 

燕三条地場産業振興センター
メッセピア

関
東

茨城 6月14日 金 121402 
ザ・ヒロサワ・シティ会館
（茨城県立県民文化センター）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

栃木 6月 7日 金 122403 護国会館
栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-1931

千葉
6月 5日 水 125403 

千葉県電工会館
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-60866 月 9 日 日 125404 

山梨 6月 7日 金 128401 山梨県電気会館
山梨県電気工事工業組合
℡055-222-5711

中
部

岐阜 6月 6日 木 132402 セラトピア土岐
岐阜県電気工事業工業組合
℡058-213-2171

静岡 6月25日 火 133403 静岡労政会館
静岡県電気工事工業組合
℡054-288-1250

三重 6月13日 木 135401 三重電気会館
三重県電気工事業工業組合
℡059-226-4862

北
陸

石川 6月 6日 木 142402 石川県地場産業振興センター
石川県電気工事工業組合
℡076-269-7883

福井 6月25日 火 143402 福井商工会議所
福井県電気工事工業組合
℡0776-22-2903

近
畿

大阪
6月 7日 金 153404 

大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-61476 月20日 木 153405 

兵庫
6月 5日 水 154404 姫路商工会議所 兵庫県電気工事工業組合

℡078-671-39036 月21日 金 154405 淡路夢舞台国際会議場

中
国

鳥取 6月19日 水 161401 鳥取県立倉吉未来中心
鳥取県電気工事業工業組合
℡0857-24-9213

島根
6月25日 火 162401 島根県民会館

島根県電気工事工業組合
℡0852-21-74336 月29日 土 162402 

島根県立西部総合
福祉センター（いわみーる）

広島 6月28日 金 164402 広島県情報プラザ
広島県電気工事工業組合
℡082-241-1731

山口 6月12日 水 165402 
カリエンテ山口
（山口県婦人教育文化会館）

山口県電気工事工業組合
℡083-921-0885

四
国 愛媛 6月12日 水 173401 えひめ南JA会館

愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-3011

九
州

福岡 6月26日 水 181403 毎日西部会館
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

佐賀 6月26日 水 182402 佐賀市文化会館
佐賀県電気工事業工業組合
℡0952-31-2030

長崎 6月 6日 木 183402 アルカスSASEBO
長崎県電気工事業工業組合
℡095-862-1975

2024年 4 月～2024年 6 月
所属工組の講習を受講しよう！

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

関
東

栃木
5月 1日 水 122401 

護国会館
栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-19315 月22日 水 122402 

群馬 5月29日 水 123401 前橋問屋センター会館
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-5016

千葉
5月10日 金 125401 

千葉県電工会館
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-60865 月15日 水 125402 

東京

5月12日 日 126401 
全国家電会館

東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

5 月22日 水 126402 

5 月30日 木 126403 
トヨタドライビングスクール東京
教習所本館

神奈川

5 月20日 月 127403 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

5 月21日 火 127404 

5 月22日 水 127405 

5 月23日 木 127406 

中
部

長野
5月14日 火 131401 松筑建設会館 長野県電気工事業工業組合

℡026-262-14935 月17日 金 131402 長野ターミナル会館

愛知
5月 8日 水 134404 

名古屋国際会議場
愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-71515 月15日 水 134405 

北
陸 福井 5月14日 火 143401 福井商工会議所

福井県電気工事工業組合
℡0776-22-2903

近
畿

京都 5月14日 火 152401 京都テルサ
京都府電気工事工業組合
℡075-672-4311

大阪

5月 8日 水 153401 

大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

5 月28日 火 153402 

5 月31日 金 153403 

兵庫 5月16日 木 154403 兵庫県電気工事技術会館
兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

奈良 5月31日 金 155401 
奈良県電気工事工業協同組合
技術センター

奈良県電気工事工業組合
℡0742-33-4340

中
国 岡山

5月12日 日 163401 
岡山商工会議所

岡山県電気工事工業組合
℡086-261-09005 月29日 水 163402 

四
国 高知 5月15日 水 174401 高知城ホール

高知県電気工事業工業組合
℡088-832-7822

九
州

福岡 5月24日 金 181402 福岡商工会議所
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

宮崎 5月22日 水 186401 宮崎市民プラザ
宮崎県電気工事業工業組合
℡0985-24-7388

2024年 5 月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌
4月11日 木 103401 

かでる 2・ 7
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-04204 月18日 木 103402 

東
北

青森 4月17日 水 111401 ユートリー
青森県電気工事業工業組合
℡017-773-1935

宮城 4月19日 金 113401 東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

新潟 4月16日 火 117401 新潟ユニゾンプラザ
新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東

茨城 4月11日 木 121401 
ザ・ヒロサワ・シティ会館
（茨城県立県民文化センター）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

埼玉
4月 8日 月 124401 

埼玉電気会館
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-02424 月 9 日 火 124402 

神奈川
4 月23日 火 127401 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-46714 月24日 水 127402 

中
部

岐阜 4月17日 水 132401 セラトピア土岐
岐阜県電気工事業工業組合
℡058-213-2171

静岡
4月18日 木 133402 プラサヴェルデ

静岡県東部電気工事協同組合
℡055-922-1433

4 月15日 月 133401 サーラシティ浜松
静岡県電気工事工業組合
℡054-288-1250

愛知

4月 3日 水 134401 

名古屋国際会議場
愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-7151

4 月10日 水 134402 

4 月16日 火 134403 

近
畿

滋賀 4月10日 水 151401 コラボしが21
滋賀県電気工事工業組合
℡077-562-2069

兵庫
4月 5日 金 154401 姫路商工会議所

兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

4 月19日 金 154402 但馬地場産業振興センター

和歌山 4 月23日 火 156401 
和歌山県勤労福祉会館
プラザホープ

和歌山県電気工事工業組合
℡073-424-3291

中
国

広島 4月 3日 水 164401 広島県情報プラザ
広島県電気工事工業組合
℡082-241-1731

山口 4月 3日 水 165401 
カリエンテ山口
（山口県婦人教育文化会館）

山口県電気工事工業組合
℡083-921-0885

四
国 徳島 4月 4日 木 171401 徳島県JA会館

徳島県電気工事業工業組合
℡088-622-7377

九
州
・
沖
縄

福岡 4月18日 木 181401 福岡商工会議所
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

佐賀 4月25日 木 182401 佐賀市文化会館
佐賀県電気工事業工業組合
℡0952-31-2030

長崎 4月12日 金 183401 長崎県勤労福祉会館
長崎県電気工事業工業組合
℡095-862-1975

大分 4月19日 金 185401 大分県教育会館
大分県電気工事業工業組合
℡097-568-2146

鹿児島 4 月12日 金 187401 鹿屋商工会議所
鹿児島県電気工事業工業組合
℡099-255-5507

那覇 4月 8日 月 191401 沖縄産業支援センター
沖縄県電気工事業工業組合
℡098-943-0452

2024年 4 月

第一種電気工事士定期講習     

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌 5月23日 木 103403 かでる 2・ 7 北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420函館 5月21日 火 104401 函館市亀田交流プラザ

東
北

岩手 5月 9日 木 112401 
いわて県民情報交流センター
（アイーナ）

岩手県電気工事業工業組合
℡019-656-3255

宮城
5月12日 日 113402 

東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-26765 月15日 水 113403 

秋田 5月28日 火 114401 秋田県社会福祉会館
秋田県電気工事工業組合
℡018-824-1587

山形 5月24日 金 115401 いろり火の里
山形県電気工事工業組合
℡023-633-0161

福島 5月15日 水 116401 福島県青少年会館
福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

2024年 5 月

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席
満 席



第659号 2024年（令和6年）3月1日全 日 電 工 連 （6）

業界の課題解決と経済的利益の増進をはかる

全日電工連政治連盟
素早い対応と行動する組織を目指す！！

105-0014 2-9-11 1F TEL:03 5232 5867 FAX:03 5442 2758

全 日 電 工 連 協 賛 会 社 優良製品・商品をご使用下さい！
㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン

ア イ ト ス ㈱

ア イ ホ ン ㈱

因 幡 電 機 産 業 ㈱

大 川 被 服 ㈱

河 村 電 器 産 業 ㈱

共 立 電 気 計 器 ㈱

コ ロ ナ 産 業 ㈱

サ ン 電 子 ㈱

㈱ シ ー エ ス エ ー

㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ

積 水 化 学 工 業 ㈱

㈱ ダ イ テ ッ ク

タ キ ゲ ン 製 造 ㈱

Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱

東 神 電 気 ㈱

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱

㈱ 戸 上 電 機 製 作 所

内 外 電 機 ㈱

㈱ 西 田 製 作 所

ニ チ コ ン ㈱

㈱ ニ チ フ

日 東 工 業 ㈱

日 本 電 機 産 業 ㈱

ネ グ ロ ス 電 工 ㈱

パナソニック㈱エレクトリックワークス社

パンドウイットコーポレーション日本支社

㈱ ホ タ ル ク ス

㈱ 前 垣

マ サ ル 工 業 ㈱

マ ス プ ロ 電 工 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

ミ ツ ワ 電 機 ㈱

矢 崎 エ ナ ジ ー シ ス テ ム ㈱

ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱

㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ

全日本電設資材卸業協同組合連合会

（一社）全国設備業ＤＸ推進会

オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱

㈱ り そ な 銀 行

損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱

住 友 生 命 保 険 (相)

大 樹 生 命 保 険 ㈱

㈱ 葉 山 総 合 研 究 所

㈱ Ｅ Ｌ Ｅ Ｆ Ａ メ デ ィ ア

㈱ 全 日 出 版 社

㈱ 全 日 電 工 連 総 合 サ ー ビ ス



第659号 2024年（令和6年）3月1日全 日 電 工 連（7）

弔慰金　▶病死・その他
【北海道】 帯広市 盛隆電工 辻澤 隆夫様 74

【山形】 酒田市 ㈱サンライズ機工 青山 豊様 81

【埼玉】 秩父市 宮城電機 宮城 幸太郎様 83

【埼玉】 さいたま市 ㈲河合電機 河合 弘通様 69

【千葉】 鎌ケ谷市 オビヤ管工㈱ 帯谷 喜平様 79

【神奈川】 南足柄市 ㈲田代電気商会 田代 廣様 68

【静岡(東)】 沼津市 ㈲大川電気工事店 大川 光徳様 78

【愛知】 小牧市 ㈱カマクラ電工 鎌倉 正輝様 58

【愛知】 名古屋市 ㈱加藤電機兄弟商会 加藤 政彦様 66

【愛知】 田原市 ㈲石川電機 石川 健一様 74

【京都】 福知山市 横川電気テクノサービス 横川 昇一様 70

【京都】 京都市 ㈱城辰電設工事 坪田 達雄様 83

【兵庫】 西宮市 夙川電機商会 伊庭 武子様 99

【兵庫】 神崎郡 協伸電気工業所 田中 芳弘様 79

【香川】 東かがわ市 ㈲古川電工 古川 俊夫様 93

【徳島】 阿南市 ㈲常盤電気 前田 秋雄様 71

【徳島】 徳島市 ㈲佐々木電設 佐々木 邦雄様 76

【福岡】 田川郡 岩崎電気㈱ 岩崎 惠様 76

　

日
本
内
燃
力
発
電
設
備

協
会
（
平
野
正
樹
会
長
）

は
、
令
和
6
年
度
自
家
用

発
電
設
備
専
門
技
術
者
試

験
（
講
習
・
試
験
）
を
全

国
8
都
市
で
開
催
す
る
。

　

ビ
ル
、
各
種
事
業
場
及

び
工
場
等
に
設
置
さ
れ
る

発
電
設
備
の
設
計
・
製
造
、

据
付
工
事
、
保
全
等
の
業

務
に
従
事
す
る
技
術
者
を

対
象
に
し
て
お
り
、
受
験

申
請
の
受
付
を
3
月
15
日

か
ら
開
始
す
る
。
受
付
期

間
は
5
月
10
日
ま
で
（
会

場
定
員
制
。
定
員
に
達
し

な
か
っ
た
会
場
は
2
次
募

集
を
行
う
場
合
あ
り
）。

　

こ
の
資
格
取
得
者
は
、

契
約
電
力
5
0
0
k
W
未

満
の
ビ
ル
等
の
非
常
用
の

発
電
設
備
の
工
事
に
携
わ

る
特
種
電
気
工
事
資
格
者

の
資
格
取
得
、
ま
た
、
可

搬
形
の
発
電
設
備
を
取
り

扱
う
電
気
主
任
技
術
者
の

選
任
許
可
の
対
象
者
な
ど

で
活
用
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

に
約
3
万
名
の
技
術
者
が

資
格
を
取
得
し
て
い
る
。

　

令
和
6
年
度
は
、
9
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
札

幌
、
仙
台
、
東
京
、
名
古

屋
、大
阪
、広
島
、福
岡
、

那
覇
に
お
い
て
2
日
間
の

日
程
で
実
施
し
、
法
令
や

技
術
基
準
な
ど
の
講
義
を

行
い
、
そ
の
後
に
講
義
内

容
に
基
づ
く
試
験
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

講
習
・
試
験
の
受
講
・

受
験
に
は
、
自
家
用
発
電

設
備
の
業
務
に
関
す
る
実

務
経
験
が
必
要
。
受
験
申

込
料（
税
込
み
）は
3
9
、

0
0
0
円
。
申
込
書
類
は

3
月
15
日
以
降
、
同
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷

し
入
手
の
こ
と
。

日本内燃力発電設備協会　技術部

東京都港区芝1－5－11　芝Ｌ'sビル2階

電話 03－5439－4391　ＦＡＸ 03－5439－4393

なお、詳細は

同協会ホームページ（www.nega.or.jp）まで

受験申込・問い合わせ先

令
和
6
年
度

自
家
用
発
電
設
備
専
門
技
術
者
試
験

受
付
を
開
始
（
一
社
）
日
本
内
燃
力
発
電
設
備
協
会

　

高
知
県
電
気
工
事
業
工
業

組
合
青
年
部
（
原
康
展
部
会

長
）
は
、
土
佐
市
出
間
（
い

ず
ま
）
公
民
館
へ
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
と
多
機
能
防
災
ラ
ジ

オ
を
寄
贈
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
で
今
後
20
年

以
内
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8

〜
9
級
の
地
震
が
60
％
程
度

の
確
率
で
起
こ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
同
青
年
部
は
、
電
気

工
事
組
合
と
し
て
の
特
色
を

生
か
し
た
継
続
的
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
震
度

高
知
県
青
年
部

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
・
防
災
ラ
ジ
オ
を
寄
贈

継

続

し

て

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

実

施

5
強
以
上
の
地
震
発
生
時
に

電
気
回
路
を
自
動
で
遮
断

し
、
電
気
火
災
の
発
生
を
防

止
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

と
、
ま
さ
か
の
時
に
役
立
つ

防
災
ラ
ジ
オ
等
を
こ
れ
ま
で

児
童
養
護
施
設
・
小
学
校
・

公
民
館
へ
継
続
し
て
寄
贈
し

て
い
る
。

委員会等報告

　・ 2月15日の合同会議での提案説明に
向けた最終確認。

　・ 研修会の今後の展開や具体的な実施
内容を検討。カリキュラム構成、研
修会資料や教材などの検討を行った。

☆組織政策委員会（堀口繁委員長・1月30日）

1
月
30
日

に
同
公
民
館

で
原
会
長
か

ら
出
間
地
区

の
松
本
和
繁

自
治
会
長
に

目
録
の
贈
呈

を
行
っ
た
。

☆技能競技委員会・部会長会議（金丸正幸3部会統括副委員長・2月2日）

　・  競技・審査・運営の部会ごとの審議
状況を報告。部会間の調整事項につ
いても確認・修正して情報を共有し
た。

　・ 2月15日の合同会議で報告する大会
概要を確認。大会テーマや今大会か
ら追記される事項の最終チェックを
行った。

　・ 4月中旬を目途に発出する競技課題・選手募集要項・競技員選出依頼などの内
容を確認。

☆事業推進委員会所管

　・  ＤＥＮ－ＵＰ対面説明会を経て、
各委員が意見交換。ＤＥＮ－ＵＰ
サービスの充実化、契約者向けの
アフターフォロー体制の構築など
の検討を行った。

　・ ＤＥＮ－ＵＰ協力会社とともに行
った合同会議では、ＤＥＮ－ＵＰ
対面説明会について審議。今後の
契約加入促進策、ＰＲ方法などについて様々な角度から検討を行った。

◆ＤＸサービス分科会（中村吉伸座長 2月8日）
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全
中
国
電
工
連
青
年
部
協
議
会

活
動
報
告

青年部綱領・指針を唱和

　

全
中
国
電
工
連
青
年
部
協
議
会

（
丸
田
谷
幸
治
会
長
）
は
令
和
5

年
度
第
1
回
交
流
会
を
、「『
一
期

一
会
』
〜
仲
間
と
共
に
繋
ぐ
未
来

〜
」
を
テ
ー
マ
に
広
島
市
内
の
ホ

テ
ル
で
11
月
11
日
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

従
来
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
開
催

は
2
年
に
一
度
で
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
が
5
類
に
移
行
し
た
事
も
あ

り
、
経
済
活
動
の
再
開
と
変
化
し

た
社
会
に
ど
う
向
き
合
う
か
な

ど
、
対
面
だ
か
ら
こ
そ
話
す
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
意
義
か
ら
、
交

流
を
主
と
し
た
大
会
を
今
年
度
も

開
催
し
ま
し
た
。

59
名
が
参
加
し
た
今
大
会
は
、

全
日
電
工
連
青
年
部
協
議
会
の
掲

げ
る
綱
領
・
指
針
の
唱
和
を
行
い
、

全
国
水
平
展
開
を
目
的
と
す
る
職

よ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を

発
表
。

　

岡
山
県
女
性
部
は
青
年
部
指
導

に
よ
る
女
性
従
事
者
二
種
電
気
工

事
士
資
格
取
得
勉
強
会
、
Ｃ
Ａ
Ｄ

講
習
会
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し

た
子
供
教
室
実
施
事
業
を
発
表
。

　

山
口
県
は
廃
電
線
を
活
用
し
た

学
生
支
援
事
業
と
青
年
部
内
に
全

国
初
と
な
る
女
性
Ｗ
Ｇ
の
設
立
を

発
表
。

　

広
島
県
は
外
部
講
師
に
よ
る
青

年
部
研
修
会
事
業
を
発
表
い
た
し

ま
し
た
。

　

各
県
の
発
表
を
聞
い
て
他
県
が

行
う
事
業
活
動
を
知
り
、
自
分
た

ち
の
新
し
い
事
業
の
発
想
に
繋
が

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
表
し
た
事
業
の
中
か
ら
優
良

事
業
賞
を
参
加
者
投
票
に
よ
り
決

定
し
、
岡
山
県
女
性
部
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
付
帯
行
事
と
し
て

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
も
開
催
し
、
O
B

1
名
、
青
年
部
17
名
の
合
計
18
名

で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

場
体
験
事
業
に
つ
い

て
丸
田
谷
ブ
ロ
ッ
ク

会
長
が
発
表
。
続
い

て
、
各
県
ご
と
に
優

良
事
業
発
表
を
行

い
、
業
界
の
魅
力
発

信
・
Ｐ
Ｒ
活
動
・
理

解
促
進
事
業
に
つ
い

て
共
有
い
た
し
ま
し

た
。

　

島
根
県
は
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を

出
雲
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
共
催

事
業
を
発
表
。

　

鳥
取
県
は
高
校
生

お
よ
び
女
性
従
事
者

と
の
交
流
事
業
、
幼

稚
園
と
保
育
園
の
電

気
設
備
安
全
点
検
な

ら
び
に
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
ゴ
ル

フ
交
流
会
に
よ
る
会

員
増
強
事
業
を
発
表
。

　

岡
山
県
は
倉
敷
駅

北
で
倉
敷
市
後
援
に

参加者で記念撮影

第1回

交流会を開催

女
性
部
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
発
信

　

全
国
女
性
部
連
絡
協
議

会
（
北
川
麻
弓
代
表
世
話

人
）
は
、
2
0
2
2
年
1

月
に
女
性
部
協
議
会
の
発

足
後
、
世
話
人
会
を
6
回

開
催
す
る
な
ど
、
活
発
な

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

2
0
2
3
年
度
の
活
動

方
針
に
は
、「
業
界
理
解

促
進
事
業
」「
小
・
中
学

生
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
事

業
」「
電
気
使
用
安
全
月

間
運
動
」
の
3
事
業
を
掲

げ
、
女
性
部
が
設
立
さ
れ

た
工
組
で
本
会
・
青
年
部

と
協
力
し
て
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
7
月
に
は

自
民
党
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス

会
議
に
出
席
し
て
、
女
性

活
躍
に
係
る
措
置
改
善
や

既
存
政
策
の
徹
底
に
つ
い

て
要
望
を
あ
げ
る
な
ど
積

極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

　

今
年
の
2
月
5
日
に

は
、
第
7
回
目
と
な
る
全

国
女
性
部
連
絡
協
議
会
世

話
人
会
を
全
日
電
工
連
会

館
で
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
形
式
で
開
催
し
た
。

　

設
立
済
み
電
工
組
の
女

性
部
会
長
と
設
立
を
予
定

し
て
い
る
電
工
組
の
発
起

人
代
表
者
が
オ
ブ
ザ
ー
バ

活
動
報
告

ー
と
し
て
参
加
し
、
2
0

2
4
年
度
事
業
計
画
や
予

定
な
ど
を
審
議
し
た
。

　

は
じ
め
に
女
性
活
躍
推

進
事
業
の
実
施
状
況
を
確

認
。
各
地
の
女
性
活
躍
推

進
事
業
を
取
り
ま
と
め
た

活
動
事
例
集
を
作
成
し
、

こ
れ
を
参
考
に
2
0
2
4

年
度
の
活
動
を
展
開
し
て

い
く
考
え
だ
。

　

ま
た
、
女
性
部
設
立
準

備
中
の
代
表
者
が
、
進
捗

状
況
や
今
後
の
予
定
を
報

告
し
た
。

　

続
い
て
、
11
月
に
開
催

さ
れ
る
第
5
回
電
気
工
事

技
能
競
技
全
国
大
会
で
の

イ
ベ
ン
ト
実
施
案
や
ブ
ー

ス
で
の
展
示
物
も
検
討
。

提
案
を
取
り
ま
と
め
て
、

技
能
競
技
委
員
会
に
上
程

す
る
方
針
だ
。

　

会
議
の
最
後
に
、
電
工

組
女
性
部
の
活
動
情
報
を

交
換
。
本
会
・
青
年
部
と

の
連
携
、
女
性
部
Ｐ
Ｒ
の

方
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

今
後
、
機
関
紙
で
女
性

部
の
活
動
を
シ
リ
ー
ズ
化

し
て
お
伝
え
し
て
い
く
。

工
組
で
活
動
し
て
い
る
女

性
部
事
業
や
工
組
女
性
部

設
立
の
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
を
掲

載
し
て
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
。

全
国
女
性
部
連
絡
協
議
会

世話人会で次年度の事業計画など検討


